
島原市教育黍員会定例会 新旧対照表

第56号議案 島原市教育委員会公印規則の一部を改正する規則 (])

第 57号議案 島原市心身障害児就学指導委員会規則iの -部を改正する規則 (4 )

第 58号議案 島原市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則 (5)

第 59号議案 島原市教育委員会の権限事務の一部を教育長に委任 し又は臨時に

代理させる規則の一部を改正する規則 (9 )

第 60号識案 島原市教育委員会事務局職員職名規則の -部を改正する規則 (1 0 )

第6」号議案 島原市教育委員会教育長職務代理者規則のM一部を改正する規則 (11)

第 62号議案 島原市文化財保護審議会現員Uの一部を改正する規則 (1 2)

平成 2 5年 1 ◎月 Z 4 圏 定例会



島原rh教育委員会を州」駆動iの一部を改正する規則新旧対照表

(タ洋TJの給おき「管理)
第 5条 公日iの奇寺山広間する事務は、教育総務課長 が総1Iする。
2 教諭総務課長 は、公印台帳 (様式第 “ナ) を備え′てすノ (の公印

をこれに登録し、常に整備じておかなければならない。
3 教育総務課長 は、2等「iの管理状況その仙公印に関する必要な事項
にノ)いて調査 し、又は報告を求 )ることができる。

　　　　　　　　　
第 7条 公Friの調製、ご安刻又は廃止に関する事務は、教育総務課長 が

　 　　

2 管理者▲は、公印を新調し、政刻 し又は廃止しにぅとするときは、公印調

製。政刻。廃止申請書 (様式第 2号) を提出し、教育総務課長 を経

て教育長の了爪を細なむJればならない。
ー~ 待山常北L、公印を新調又は蚊刻したときい、公印調製 o改刻j;(様式第

3号)& 教育総務課長 へ提出しなければならない。

4 及び 5 111各

(印影の1^T卿 j)

　　　　　 　
2 前頂の規定にふりな等=の印影を印刷しJ二・)とするときは、を印印影印刷 2

中請書 (様式第 4号▲) を教育総務課長 に提出,し、その承認を受けた

ければならない。

3 前 L真の規定ににり公印の印影を印刷した文書ネコヘ当該事務を所管トする課 3
(以下「所管課 」という。) において厳重に保管し、その使

用状況を′常に明らかにしておかなければならない。

　 　　　　 　

改正後
(を一筆の総括管理)
5条 公印の管理にi濁する事務は、教育総務グループ長が総括する。
教育総務グループ長は、公Eri台帳 (様式第 1号) を備えてすべての公印

をこれに登録し、常に整備しておか 熱燭/しはぎならない。

教育総務グループ長は、公日加管理状況その他公印に関する必要な事項
にノ)しで(調査 Lへ 又は報告・を求めること・ができる。

(公「iiの調整等)
鍔7条 公印の調製、故刻又は廃止に関する事務は、教育総務グループ長が

行う 。

- 管理ム者は、公印を新調 し、政刻し又は廃止しようとするときは、公EII調

製。政刻。廃止申請書 欄き式第 2ぅラム) を提出し、教育総務グループ長を経

て教ず長の了承を得な0ナれば森 F)ない。

3 管′雌者は、公印を新調又キゴー政亥眠 たときは、公印調製 o改刻届 (様式第

3号) を教育総務グループ長へ提出しなければならない。

4及び5 略

(印影ク)印刷)
9条 m客
前項の脱走によりを洋=の印影を須川IJしJ:うとするときはヘ公印印影印刷

申請書 (様式第 4号) を教育総務グル ゾ̂長に提出し、その承認を受けな

りればならない。

前項の規定により公E1iの印影刑事則した文書は、当該事務を所管するグ
ル←プ (以下 r所管グループ - という。) において厳重に保管 L、その使

用状況,を常に明らかにして二iiかなければならない。

　　　　

Lー女ーLIョテー



改正後

(電子請第機にJこズ)公印)
10ノ条 略

「リr管課 の終にに、前項の現,定に に伊南IH筆を使用するときは、電子

「nイ「樹 [1永訣iH窄もョは 保た寺 鵠 うり 券約青総務 課←1豪 に提 出 し、そ の承

認を受けなければならない。
所管課 の一戦は、電子印を使用して"nJIリ]等を作成する場合は、その

下正な使用及び偽造を防」ビずるための船世を講じなむiればぇぜ )ない。

(公1▲ljのりすぎ-文)

ーu 条 管理者は、 との管理rする公1二瞬こ盗建仏 紛失、損傷等の事故があった

ときは、遅滞,無く公Frr事故報告書 (様式第6号)により教育総務課長
を経て教育k に届け出るとと )に、適切な対応附置を執らなければなら

ない。

1行登第 1

和ば[ー ひな型

寸法
(ミリ

〆 -- ト

ノリ

書体

,島原市教育委
員会n」 l 方 18 れい書

教育
も ノ)

l 方2/I れい書

事務局各課長
7 フヲ21 れい書

E÷1l

委員会名を
でりる文書

青委員会名を
)てする文書

ルル プ長名を

′)て二リ る 文書

ぐ電子計算機ににる公印)
1()条 略
“[管グループの長 ;てk、前頂の規定にJニリ電子印を使用するときは、電子

印使用承認申請書 輔導大館 5号) を教育総務グループ長に提出し、その承

認を受けなけしばならない。
所管グループの長は、常子nl‘′使用 Lて証明等を作成する場合は、その

不]」-な使用及び偽造をIP」IEうるための措置を講じなければならない。

(な揃 iの事故)
= 条 管」里者は、その管i111するク頴川一盗難{‐、紛失、損傷等の1煽げ(があった

と潟よ、遅滞{;無く公印事故報告書 (様式第 6号) にふり教育総務グループ
長を縦ご教育長に届けH-',るごと{{)を、適切な対応;皆置を執らなければなら

ない。
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使用区分 管理者 箇数

教育委員会名を教育総尋
もってづる文書 クルー‐

教育委員会名を
もってする文書
グル--ゾ長名を

も てする文書

グンレ-
　 　 　

イ山川区分 ‘さFJLII者 箇数

　
んi



後 改正前

2 専用公印
・」渇く

ィf蹴 況凪 ぎさ 休 側--職 制 者箇数

ー -- ル 2 - ---

島原市教育委 辞令、表彰状 教育総務
員公印 ー 方ィ0 れい書 グループ 1

長
島原市教育長 児童 o生徒の飯 岡

目i - - -コ山肌 に関す る文 ,
t ) V-訂書 で教育長名 を

もってする文書

島原市教育長 児童 Q生徒の転 同

職務代理者印 一 メー サ山人に関する文
‘J U薗書で教育長名を

もってする文書

てM 辺.1よ

・」渇く

(ミリ
メー ト

ル)

書体 使用区分 管理者 箇数市山」-…〆:分 管理者 筒数

島原市教育姿
員公印 ー ブティO れい書

辞令、表彰状 教育総務
I

辞令、表彰状 教育総務
グノレーブ課 長・

長
島原市教育長
1;li

L9 万18 てん書

リ
ロー-

ヨ孟
にi

も

重 o生徒の転

入に関する文
で教育長名を
ってする文書

同

3

児童 o生る[▲の -厭

出入に関 る文
書で教育長名を
も /)てする文書

同

3

島原市教育長
職務代理者印

20 j7艇 てん書

児童 Q生徒の軟

山人に関する文
書で教育長名を
もってする文書

同

3

岡

3

リー"区ろテ キ当り聖者 筒数

表彰状 教育総務
課 長・ I

0生る[▲の -転 向

こ関 る文 3

教育長名を
ぐする文書
o生みヒの 1ー1天 罰

′こ関する文 3

教育長名を
ぐJる文書

改正前

ノー

講

種麺類 て {辺,豆

寸法
(ミリ

メ ー 1、

ル)

書体

,1引照Tむき教育委

員会印 方仙 れい雫

島原市教育長
111-i

19 方 18

島原市教育長
職務代理者下れ

20 プチ18
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島原市教育委員会事務局処務規則の一部を改正 る規則新=:1対照表

政」1三後

(細
第 2条

し“ゾ

教育
学校
社公

2 ク

(彰
第 3穿
2 ク

置く
(哨

第4条
2 ク

する
3 川

4 111?
(ムー▲

第【d ミ

教 -≦

(
G
G
C

学修

(組織)
第2条 ,島原市教育委員会事務局 (以下「事務局i

を趨く。

教育総務課
学校教育課
社会教育課
　　　　　　　　　　

2 課 に班を置くことができる。

(教育次長等の設置)
第3条 略
2 課 に課長 を置き 、必要に J才}理事、

置くことができる。

(職務楠駅)
約 4‐条 略

2 課長 は、 h一-iの命を受け分掌事務を和 qr

(J な ,

8 理事、参事及び副参事4ま、課長 を補佐 し、

んL III客

(事務分掌)
第 5条 件課 の分掌事務は お*劫略J次のと;

教育総務課
(」)~(ー9)1 略

(20) -股財団法人,1話原市教育文化振興事業団を
(2ー)~(2 の 111各

(27) 他の謀 むり罰さない事」真に関 Jる こ

改正前

(組織)
2条 ,1帯刀龍市教育委員会事務局 (以下「事務局--

一 ゾ .を 置 く。

教育総務グループ
学校教育グループ
社会教育グループ

とい う。 ) に、次のグノ

グループに」虹を置くことができる。

(教育次長等の設置)
3条 m客
グループにグループ長を置き、必要にJくり理事、参事、副参事、主任を

置くごとができる。

(職務権ー◎
　　 　　　
グノい…ブ長は、上司の命を受け分掌事務を掌理し、所属職員を指揮監督

する。

」『蹄 、参事及び副参事は、ダル~-ゾ長を補佐 し、分掌事務を処理する。

111?キ

(事務分掌)
5会を 各グループの分掌事務は、おおむね次のとおりとする。

教育総務グル--プ

(ー)~( “))111各

(歌})(財)島原市教育文化振興事業団に図 ること。
(2t)~(26)111各

(“/) 仙,のグループに属さないと鉾晩に関するこ‐と。

学校教育グループ 略

もあ



改正後

社会教育課
(1) 生涯学習推進体制の整備に関りるぐへき。
(2) 夕氏館、図書省-i、文化会館、少年ヤンター、松平文庫その他社会

教育施設の設置及び管理並びに運営のiH尊に関すること、。

(3) 札公教育委員会、公民館運営審議会、図書館協議会、文化財保護

審議公及び文化財保護協会に関するこ二人
(4) 「「少年国体、婦人団体、PTA 、文化団体等の育成に関すること。

(5) 青少年の健全育成及び家庭教諭に接げること。
(6) 成人学級、青年教室の開設、講座、講演会、展示会等の開催及び

旧導奨励に関すること。
(7) 社公教育の/こめに必要な設備器材政(ド質料の提供に惨すること。

(8) 社会教育に関する情報の交換及び調査研究に関すること。

(9) 視11聴覚教育に関するごと。
(")) 芸術及び文化の振興に関する」と~。

(日) 図書館等図書整備基金に関する‘-iく。

(ー2) 文化財び)調査、保護、活用及 (」ご顕彰に関すること。

(13) ′メドビンタ- との連絡調整に関 る ▼ぐ1:。

(L/1)社会同和教育に撰rすること。
(L5) その他社会教育をこ関すること・。

　　　　　　　

(1) スポーツ推進委員に1封ずるこご。

(2) 体育施設の設置及び補修整備に殿村 0」と。
(;;) 体育行け「のilmli及び社会体育の脂尊に穆すること。
") スポーツ少年団の指導に関すること。

(5) f本≠キ及びスポーツの調査統計に1当年iること。

(6) 体育関係諸団体の育成に関すること。
(7) スポーツ安全保険に関すること。

(8) 九州学生駅伝に関すること。→“- -"- - -- -- - い - - ・ ▲ “▲̂. ‐“

社会教育グルー州プ

(ー) 生涯学習推進体制の整備に関 ること。
(2) 公民館、図書館、 、少イドビンター、松平文扇ぎその他社会

教育施設の設置及び管理並びを運営の指導に1蝿すること。

G;) 社会教育委員会、公民館運営審議会、図書館協議会、文化財保護
審議会及び文化財保護協会k段rずるごと。

(/ー) 青少年団体、婦人団体、PTA 等の育成に一関すること。

({)) 青少年の健全育成及び家庭教育に関すること。
(6) 成人学級、青年教室の開設、諸岡、講演会、展示会等の開催及び

指導奨励に関すること
(7) 社会教育の/ご双)に必要な話とも帝器材及び資料の提供に関すること。

(きり 社会教育をこ関づる情報のか襖及び調査研究に関すること。

(9) 視聴で党教育に関する、 も

　 　　 　 　　 　　　　　　　　

(IQ) 図書館等図書整備基金をr関すること。
(H) 文化財の調査、保護、滑川及び顕彰に関すること。

(ー2) 少ィ戸どンターとの連絡調整に関すること。

(路) 礼金同和数1雫名 i・Jる テー

(1ィ) その他潤一公教育的関り Zr と。

　 　 　 　　 　 　 　　 　　　　　 　　　 　

( ) -

( )
　　　　　 　 　　　 　 　 　 　　 　

　　　　 　　 　 　　　　　

( )
　　 　 　　　 　　　 　 　　　　

改正前



改正後
(9) 第69回国民休育大会及び第14回全国障害者スポーツ大会にB汁する

一 1

(ー(}) その他,体育及び スポーツに関するこ‐と。

　 　　　　

(決裁)
第G条 略
　 　　　　

3 教育長及び教育長職務代理者がともに不在のときは、教育長があらかじ

)指定した課長 がその事務を代決 る。
4 課長 が不在のときは、理事、参事及び副参事が、課長 、“r1

事及び参事並びに副参事がともに不在のと は、土化がその事務を代決

る。

5 十.住-が不在のときは、課長 が応じ)/i・じ逗)指定した職員がその事務

を代決する。

(合議)
第 9条 各課 の分掌事務で他の課 又はイー員の部局と関連するもの

にノ)いては、関連する課 又は部局に合議 Lなければならない。

(教育長の決裁事項)
第 lo条 次に掲げるふLIJLは、教育長の決裁を受けなければならない。

(1)~(G)111 各

(7) 課長 、理事及び参事の出張及び勤務に関すること。

( ;)~G))111 ′各

(鴎決事項)
第 1ばた 客課長 の専決‘HJ鶏 [、別表のとおりとする。

別表 (第旦条関係) 　　 　 　　　 　

区分 事硬　 　 　 　

課長 (1)~( ー2) 略

エー‐≧- ~ 岬 -------- ---- 一 州

玉 -≧- - - -------- - 一 一

　　　

(決裁)
　　　 　 　　
2 111各

3 教育長及び教育長職務代理者がともに不在のときは、教育長があらかじ

め指定したグループ長がその事務~を代決Yリる。

4 グノレーブ長が不在のときは、理事、参事及び副参事が、グループ長、」里

事及び参事並びに副参事が もむく不在のときは、主任がその事務を代決す

る。

5 主任が不在のときは、グノー丹 -/ゴモが̂ルルコかじめ指定した職員がその事務

を代決する。

(合認め
翁9条 客グループの分掌事務 yぐずuのグループ又は他の部局と関連するもの

については、関連するグノレ プ又は部局に合議しなければならない。

(教1割愛の決裁事項)
第-0;た 次に掲げる事項は、教育長の決裁を受けなければならない。

(1‐)~(6)111 各

(7) グループ長、理事及び参事の出張及び勤務に関すること。

鮎 ))(9)i 略

(専決事項)
第ーー条 件 グハハープ長の専決車J鰯 ,i、別表のとお りとする。

弓年表 (弟=条関係)
事項

　　　　　　　

ー及」鳥荷



改正後
(13) 課員 の分掌事務に1~削 るこ-と。

(14) 課員 の=奇問外勤務命令には牙すること。

(15) 略
r l 、 ヘイ リ、 lit客＼ ▲ / ＼ム〆′ .・1

(i;) 島原市事務決裁規則 (平成22年,1島原市規則第 15

号)別表専決区分主管課長 の項の規定にJる糸
賀の支出負担行為に関するぐ-と,,

(4)~(5) 略

(G) 総務部長及び会計課長名で請求 る経費の支出-
に関するこ 。

(7)~(13)111 各

1(1)~(L3) 略

(1′1) その他ム主管に属する軽易た事務に関すること,

(1)~")111 各
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荒もi励行文化財保̂護審議会規則の一部を1改正する規則新=ョ対照表

(庶務)
8条 審議会の庶務は、社会教育課 において処理する。


